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脱可塑剤 ・脱塩素時における加熱源に,マイクロ波加熱 〔内部加熱)を 使用 して反応速度向上をねらった。










なっている・反応籍1よ 朝 ㈱ 御コン ト・一ラ150Temp。1,99,,e(℃)250
で加熱時 間,保 持温度 などをプ ログラミング し,ス ーlrDeplasticizer-一一◆-D chlerinati。n
ター トす るとその工程が行われ る。予め反応温 度,Fi岳1E価 。t。ft師perature。ntheyi。ld。fphtalieacld
加熱時間,保 持時間な どの パラ メータをプログラ ミandGlin8m。1/LNaOHs。luti。nbymi。「owaveheatfng
ング したシーケンスにてマイク ロ波照射を行 った 。マイクロ波加 熱によ り、Naon水溶液 による司 塑剤(フ タ
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が混在 した場合,ポ リウレタンもしくは分解生成物が脱塩素反応に及ぼす影響を調べるため,添加量 種類
を変更 し検討した。軟質PVCは,前述と同 じ組成のものを,硬質PVCは,硬質PVCレジンを用いた。添加す
るポ リウレタンは,梱包などに使用 される緩衝材を,比較のため,ク ッション材に使用されているブリヂス
トン製ポリウレタン(TNL)を用いた。ポリウレタンの分解生成物の影響を検討するため、生成されるアミン
が寄与するものと仮定し10),アミンの評価は,水和 ヒドラジンH2N・NH,H20,アンモニア水脚(旧,トリメチル
ア ミン(〔M3)3N,2一アミノxタノールHO(M2(捌醤2を使用 した。軟質PVCにポ リウレタンを添加すると脱塩素
反応が促進される効果のあることが示唆 され 塩基性条件下で行われるとする,Wolff-Kishner反応tl・12)1:
類似してお り,反応条件は,Na(洲水溶液濃度は8mel/Lから2nol/Lへ反応温度は235℃か ら190℃へ軽減で







































配電用電線 ・ケーブルば 各用途に応 じて様々な被覆材が使用され,主 に軟質PVCが使用されている。導





現状30%残 りは埋立てや焼却 されている。ここでは,新 しいリサイクル方法の開発提供を目的とし,超臨
界二酸化炭素を利用 した抽出14)に蒼目した。軟質PVC電線被覆に含有される可塑剤を超臨界二酸化炭素で抽
出 ・除去 丁5・fOtできるか検討 し,除去後のPVC樹脂で電線被覆として使用の可否を検討 した。試料に,軟質PVC
コンパウン ドと廃電線被覆を用いた。前述のマイクロ波加熱によるNaOH水溶液を用いた可塑剤の加水分解はt
可塑剤はフタル酸塩として100%抽出除去できるがPVC樹脂の分子量の減少と,エステル置換 二重結合の
































異 な る産業 分 野 か ら排 出 され る廃PVCに 対 し,適 切 な処 理 方 法 を策 定 で き,工 業原 料 も しくはPVC樹 脂 と
して リサ イ クル で き る可 能 性 を見 い だ し,さ らに,工 業処 理 プ ロ セ ス と して構 築 で きる可 能 性 を 示す ことが
で きた 。
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純物を抽出除去 し,PVC樹脂 としてのマテリアル リサイクル,抽出物である可塑剤の再利用ならびに,これ らを再
利用した電線被覆としての再生成についてJIS規格に基づき検討 し,電線被覆 としての再利用の可能性を示 した。
非脱塩素法によるPVCの生成の可能性を示唆するとともに,一貫したプロセス化の可能性を示 した。異なる産業分
野から排出される様々な形態 ・性状のプラスチック廃棄物に対 し,適切な処理方法の策定が成されたものと考える。
よって,本論文は博士(環境科学)の学位言侖文として合格と認める。
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